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文書 /記録管理システムの

選び方 /育て方
文書 /記録管理システムとして国内で販売されているものは、200 種近くあり
ます。このように多くのシステムが販売されているという事は、裏を返せばさ
まざまなニーズがあるために、これらニーズを満足させるためにいろいろなも
のが開発されたことを示しています。
　文書/記録管理に関しては、会社などの組織の中に、きちんとした知識を持ち、
文書 /記録管理を主導できる人はほとんどいません。このため、文書 /記録管
理システムを導入しようとした時、それまで組織で行っていた書類の整理方法
をそのまま適用するか、システムベンダーやコンサルタントに話を聞き、相談
して適当と思われる方法でシステム構築をしようとします。どこかに相談する
時、自分たちが本当に望んでいるニーズを的確に伝えることは、中々できるも
のではありません。また、システムベンダーから、このような便利な機能があ
りますが、と提案されると、安易にその機能を欲しがってしまい、結局使うこ
とがないオプションまで購入してしまいがちです。
逆に、本当に必要な機能を伝えていなかったため、カスタマイズが必要となっ
てしまい、結局それより上位（高い）のシステムを導入していた方が安くでき
たという事にもなります。
　この本は、文書管理をしたことが無い人にも分かりやすいように説明してい
ますので、新しく文書 /記録管理システムを導入する前に、ここで説明してい
ることを理解すれば、本当に必要なものを選択するためにも役立つはずです。
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